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研究成果の概要（和文）：本研究では、世代間技術代替を考慮したイノベーションの普及モデルの開発し、それ
を用いて、イノベーションの新規採用と旧世代からの代替に対し、国の特性が与える影響を分析した。その結
果、新世代の新規採用と旧世代からの代替に対して国の特性がそれぞれ異なる影響を与えること、特に、国の文
化的要因について、これまでイノベーションの普及に対して不確実性回避が負、権力格差が正、個人主義が負に
有意な影響を与えるとされていたのに対し、本研究では、新世代の新規採用に対して不確実性回避が負、権力格
差が正に有意な影響を与え、旧世代からの代替に対して個人主義と男らしさが負に有意な影響を与えることを新
たに示唆した。

研究成果の概要（英文）：This study developed a new diffusion model with technological substitution 
between successive generations and analyzed how national characteristics influence adoption and 
substitution of innovation. The results show that adoption and substitution of innovation are 
influenced differently by national characteristics. Previous studies have demonstrated that 
uncertainty avoidance has a negative, power distance has a positive, and individualism has a 
negative influence on diffusion of innovation. This study provides new outcomes that uncertainty 
avoidance has a negative, and power distance has a positive influence on adoption. On the other 
hand, individualism and masculinity have a negative influence on substitution. 

研究分野：イノベーション・マネジメント
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１．研究開始当初の背景 
新たなイノベーションを効率的に普及さ
せることは、国や企業の競争力を高めるため
に欠かせない。そして、政府や企業は、イノ
ベーションの普及に関して、「技術ライフサ
イクルの短命化への対応」「市場のグローバ
ル化への対応」という 2つの大きな課題に直
面している。 
技術ライフサイクルの短命化によって、例
えば、アナログ回線からブロードバンド回線
のような大きな技術変化でさえ、短期間に世
界中で起こるようになっている。そのため、
イノベーションの普及は、「新世代イノベー
ションの新規採用と旧世代イノベーション
からの代替採用に分類した分析」が必要とな
っている。 
市場のグローバル化は、新興国の急速な経
済発展に伴い、急速に進んでおり、政府や企
業は多国市場でイノベーションを普及させ
なければならない。しかし、先進国の政府や
企業は、国の状況や文化が大きく異なる新興
市場国におけるイノベーションの普及に関
する知見は十分でない。そのため、「国の特
性が普及に与える影響を明らかにすること」
が求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、イノベーションの普及におい
て、新世代イノベーションの新規採用と旧世
代イノベーションからの代替採用に国の特
性が与える影響を定量的に明らかにするこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（1）普及モデルの開発 
これまでのイノベーションの普及モデル
を体系的に整理した上で、新規採用・代替採
用のスピードを計測できる世代間技術を考
慮したイノベーションの普及モデルを開発
する。 
 
（2）新規採用・代替採用のスピードの計測 
開発した普及モデルを用いて、国別の製品
の普及データから、国ごとに各製品の新規採
用・代替採用のスピードを計測する。 
分析対象として、イノベーションの代表例
であり世界的に普及しているインターネッ
ト回線を取り上げ、ナローバンド回線を旧世
代、ブロードバンド回線を新世代とした。分
析対象国は先進国と新興国を含む 58 カ国と
し、分析対象期間はナローバンド回線：1995
年～2012年、ブロードバンド回線：1998年
～2012年とした。 
 
（3）新規採用・代替採用のスピードに国の
特性が与える影響の計測 
新世代の新規採用と旧世代からの代替の
それぞれのパラメータを目的変数とし、説明
変数に国の特性を表す指標を用いた回帰分
析により、新規採用と代替採用に与える国の

特性を明らかにする。 
国の特性を表す要因として、文化的要因、
経済的要因、人口地理的要因、競争力要因を
考慮する。 
 
（4）情報の普及・ネットワーク効果 
（1）～（3）で得られた知見を更に発展さ
れるために、次の分析を行う。イノベーショ
ンの採用の前段階として、イノベーションに
関する情報が普及することから、情報の普及
に関する分析を行う。さらに、ネットワーク
効果が働く製品を対象に、消費者の製品の新
規採用・代替採用にネットワーク効果が与え
る影響について分析する。 
 
４．研究成果 
（1）普及モデルの開発 
 これまでの普及モデルでは、市場競合や退
会を考慮したモデルは存在するが、イノベー
ションの普及プロセスを新規採用と旧世代
からの代替の 2種類に分類し、2世代間の技
術代替を考慮した普及モデルは存在しなか
った。 
そこで、本研究では、Libai et al.（2009）
の退会を考慮した普及モデルを拡張し、2 世
代間の技術代替を考慮した普及モデルを開
発した。Libai et al.（2009）のモデルは、1
つのサービスの普及において、そのサービス
の退会した消費者の影響を普及モデルに組
み入れたものであったが、本研究では、それ
を応用し、旧世代イノベーションと新世代イ
ノベーションの 2つのイノベーションが普及
するプロセスにおいて、旧世代イノベーショ
ンの利用をやめ、新世代イノベーションの利
用を開始する消費者の影響を組み入れた普
及モデルへと拡張した。また、Libai et al.
（2009）のモデルでは、サービスの退会者は
時間に関わらず一定の割合で退会していく
と仮定し、退会率は定数として扱われている。
しかし、時間の経過とともに、消費者はより
多くの製品情報や口コミを得ることができ、
消費者の新製品や新技術、新サービスに対す
る興味は加速し、その結果、世代間代替も加
速すると考えられる。よって、本研究では、
世代間代替の影響を時間的指数増加関数で
とするモデルとした。 
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図 1．本研究の提案する普及モデル 
 



（2）新規採用・代替採用のスピードの計測 
 58 か国のナローバンド回線とブロードバ
ンド回線について、提案した普及モデルを用
いた分析を行った。分析結果の一例（シンガ
ポール）を図 2に示す。分析対象国のほとん
どで、新世代の新規採用スピード、旧世代か
らの代替スピードに関して統計的に有意な
結果が得られた。また、モデルの説明力も高
く、提案モデルの有効性が検証されたと考え
られる。 
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図 2．分析結果の一例（シンガポール）． 
 
（3）新規採用・代替採用のスピードに国の
特性が与える影響の計測 
提案モデルにより推定された新世代の新
規採用と旧世代からの代替を表すそれぞれ
のパラメータを目的変数とし、説明変数に国
の特性を表す指標を用いた回帰分析を行っ
た。国の特性を表す指標として、文化的要因
として、Hofstedeの 4次元文化指標（個人主
義・不確実性回避・権力格差・男らしさ）、
経済的要因として、1人あたり GDP (PPP)、
GDP 成長率 (PPP)、経済格差（ジニ係数）、
人口地理的要因として国土面積、人口密度、
競争力要因として、国の競争力指標（The 
Global Competitiveness Index）とし、
Hofstedeの 4次元文化指標が入手可能な 27
か国において重回帰分析を行った。 
分析の結果、新世代の新規採用と旧世代か
らの代替に対して国の特性がそれぞれ異な
る影響を与えることが明らかになった。 
これまでの研究では、イノベーションの普
及に対して不確実性回避が負、権力格差が正、
個人主義が負に有意な影響を与えることが
示されていた。それに対し、本研究では、新
世代の新規採用に対して不確実性回避が負、
権力格差が正に有意な影響を与え、旧世代か
らの代替に対して個人主義と男らしさが負
に有意な影響を与えるということを新たな
知見として得た。 
本研究によって、新世代の新規採用および
旧世代からの代替が生じやすい国の特徴が
明らかにされた。これらの結果は、海外市場
への展開を拡大する企業が、旧世代の普及状
況などの市場状況に応じて適切な投入国を
決定する際の判断指標として大きな有用性
がある。 
 
 

（4）情報の普及・ネットワーク効果 
近年ではインターネットにより消費者の
情報検索が容易になり、イノベーションの採
用の前段階である情報普及の重要性が増し
ていることから、情報の普及に着目した分析
を実施した。情報普及を表す指標として
Google の検索数の推移を用い、iPhone の各
世代の情報普及を国別に分析した上で、国の
特性、特に国民文化との関係の解明を試み、
情報普及においても国民文化の違いが普及
スピードに影響を与えることを示した。 
 さらに、ネットワーク効果が働く製品を対
象にイノベーションの新規採用・代替採用に
与えるネットワーク効果の影響を分析した。
ノートパソコン市場を分析対象とし、OS
（Operating System）などの存在による直接
的ネットワーク効果やソフトウェアによる
間接的ネットワーク効果により先行者が優
位であるはずのノートパソコン市場におい
て、アップル社のノートパソコンがWindows
搭載のノートパソコンに代わりシェアを増
加させている要因をネットワーク効果の観
点から分析を行った。アンケート調査を実施
し得られたデータを基に、消費者の商品選択
の意思決定に与える要因を分析し、ノートパ
ソコンの商品選択において、従来型の直接的
ネットワーク効果の影響は弱く、間接的ネッ
トワーク効果に関しては影響を与えていな
いことを示した。一方で、スマートフォン市
場とタブレット端末市場などの他製品市場
の同期とネットワークサービス（他製品市場
からのネットワーク効果）がノートパソコン
の選択に大きく影響を与えていることを示
した。これらの研究成果により、イノベーシ
ョン、特にネットワーク型製品・サービスの
新規採用・代替採用に関する研究への新たな
示唆を得ることができた。 
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